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大
空
へ

令和元年７月⑴

模擬面接の様子
　

最
近
、「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
と

い
う
言
葉
を
と
き
ど
き
耳
に

す
る
。
そ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
使
っ
た

対
戦
を
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し

て
捉
え
る
際
の
名
称
だ
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
対

戦
型
ゲ
ー
ム
の
一
部
は
、ｅ

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
新
し
い
ス

ポ
ー
ツ
の
形
と
し
て
認
識
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
茨
城
国
体
で
も

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
全

国
都
道
府
県
対
抗
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
権
が
開
催
さ
れ
る
予

定
だ
▼ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
、
高

齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
で

も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
さ
え
操

作
で
き
れ
ば
、ス
ポ
ー
ツ
が
も

た
ら
す
緊
迫
感
や
爽
快
感
を

楽
し
め
る
。
さ
ら
に
、
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
が
進
み
目
や
口
の

動
き
で
操
作
で
き
る
ゲ
ー
ム

が
で
き
れ
ば
、
手
足
が
動
か

せ
な
い
人
もｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
▼

し
か
し
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
、

熱
中
し
す
ぎ
る
と
ゲ
ー
ム
依

存
に
な
り
や
す
い
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
年
齢
が
低
い
ほ

ど
ゲ
ー
ム
依
存
へ
の
ス
ピ
ー
ド

は
速
く
、
進
行
す
る
と
昼
夜

逆
転
、
物
に
あ
た
る
、
家
族
に

暴
力
を
ふ
る
う
、
食
事
を
取

ら
な
い
、
お
金
を
盗
む
な
ど
の

問
題
行
動
を
引
き
起
こ
す
。

そ
の
た
め
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
ゲ
ー
ム

依
存
を
依
存
症
と
い
う
病
気

の
一
つ
（
ゲ
ー
ム
障
害
）
に
位

置
付
け
、
医
療
従
事
者
に
対

応
を
促
し
て
い
る
▼
こ
の
新
ス

ポ
ー
ツ
が
普
及
・
発
展
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ゲ
ー
ム
障
害
の

予
防
が
不
可
欠
だ
。
医
療
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
の
専
門
家
、
ゲ
ー
ム
関
連
の

企
業
な
ど
が
一
緒
に
な
っ
て
、

予
防
対
策
に
つ
い
て
真
剣
に

議
論
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（
Ｙ
・
Ｓ
）

2019かのや
エンジョイスポーツを開催！

　

令
和
元
年
5
月
19
日
、
鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
．
２
０
１
９
か
の
や

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
～
バ
ラ
が
舞
い
！
カ
ン
パ
チ
跳

ね
て
！
ウ
シ
突
き
進
む
！
～
」
（
主
催
：
鹿
屋
体
育
大

学
、
共
催
：
鹿
屋
市
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
学
の
最
先
端
施
設
を
活
用
し
た

市
民
参
加
型
の
運
動
会
で
、
大
学
を
核
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
と
地
域
の
融
合
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
2
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
職
場
の
同
僚
等
で
結
成
さ
れ
た
18
チ
ー
ム

２
６
１
名
の
参
加
者
と
そ
の
応
援
団
を
含
め
た
３
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
集

ま
り
ま
し
た
。
実
施
競
技
は
、
学
生
が
考
案
し
た
レ
ー
シ
ン
グ
ゲ
ー
ム
で
対
戦

す
る
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
含
め
た
全
9
種
目
で
、
参
加
チ
ー
ム
は
各
種
目
の
合

計
得
点
で
色
別
（
白
・
赤
・
青
・
黄
）
及
び
チ
ー
ム
別
の
優
勝
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

ど
の
種
目
も
老
若
男
女
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
、
笑
顔
で
取
り
組
め
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
同
大
学
学
生
が
考
案
し
た
課
外
活
動
等
で
磨
い
た

技
を
披
露
し
な
が
ら
短
距
離
走
を
す
る
「
ア
ス
リ
ー
ト
ダ
ー
ビ
ー
」
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
盛
り
込
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
学
生
が
披
露
し
、
予
測
不

能
な
レ
ー
ス
展
開
で
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

最
後
ま
で
ど
こ
が
優
勝
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
色

別
で
は
「
フ
ラ
フ
ー
プ
パ
ス
」
「
玉
入
れ
」
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
発
揮
し
た
黄

組
が
優
勝
、
チ
ー
ム
別
で
は
「
大
な
わ
と
び
」
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
で
抜
群
の

チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
見
せ
た
（
株
）
櫻
商
事
海
洋
事
業
部
航
空
輸
送
課
（
※
チ
ー

ム
名
）
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
表
彰
式
の
後
に
は
鹿
児
島
牛
肉
や
か
ん
ぱ

ち
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
2
年
連
続
で
参
加
し
た
方
も
多
く
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
1
日

と
な
り
ま
し
た
。
鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

全員集合！

アスリートダービーの様子

ｅスポーツの様子
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第
34
回

西
日
本
女
子
学
生
剣
道
大
会
で
優
勝

漕
艇
部

四
方
さ
ん・
谷
口
さ
ん
ペ
ア

全
日
本
選
手
権
優
勝
！

体
育
学
部　

ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程
３
年　

森
元　

直
施

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

「
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
！

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
思
う
こ
と

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
（
以
下
「
東
京

２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
」
と

い
う
）
開
催
が
決
ま
っ
て
最

初
に
思
っ
た
こ
と
は
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
選
手
で
は
な
い

と
し
て
も
、
関
わ
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
の
私
の
夢
が
、
一
握

り
の
人
間
し
か
参
加
で
き
な

い
こ
の
夢
の
舞
台
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
参
加
す
る
こ
と
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
今
回
、
「
ヤ
ン
グ

レ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
関
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
国
重

徹
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
大

学
の
関
係
者
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｉ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
に

選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
準
備

さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

テ
ス
ト
で
良
い
成
績
を
残
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
候
補
者

80
人
中
20
人
だ
け
が
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
の
ヤ

ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。
私

は
、
こ
の
非
常
に
狭
き
門
で

あ
る
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
に

選
ば
れ
る
た
め
、
募
集
の
情

報
を
知
っ
て
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
は
日
頃
か

ら
行
っ
て
い
る
英
語
の
勉
強

で
す
。
特
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
大
学
１
年
生
の

こ
ろ
か
ら
勉
強
を
し
て
お

り
、
最
初
の
テ
ス
ト
か
ら
良

い
点
数
を
取
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

良
い
点
数
を
取
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
語
学
や
グ

ロ
ー
バ
ル
な
感
性
を
さ
ら
に

磨
く
た
め
に
今
年
２
月
の
中

頃
か
ら
１
カ
月
間
マ
ル
タ
共

和
国
に
語
学
留
学
を
し
ま
し

た
。
期
間
中
現
地
の
語
学
学

校
に
通
い
、
英
語
を
学
び
ま

し
た
。
語
学
学
校
の
な
か
だ

け
で
は
な
く
、
普
段
の
ル
ー

ム
メ
イ
ト
と
の
会
話
な
ど
す

べ
て
の
こ
と
を
英
語
で
話
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に

身
を
置
き
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
だ

け
で
は
苦
手
意
識
の
あ
っ
た

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
を
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
海
外
に
行
く
こ

と
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ

た
た
め
、
言
語
だ
け
で
な
く

異
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
現
地
に
暮
ら
す
外
国

人
の
考
え
方
ま
で
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

は
必
ず
こ
の
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー

タ
ー
に
還
元
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
験
を
活
か
し

て
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
・

パ
ラ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
と
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
ヤ

ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
に
選
ば
れ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
自
分

の
専
門
種
目
の
サ
ッ
カ
ー
を

中
心
に
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
可
能
な
ら
、
サ
ッ
カ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
陸
上
、
水
泳

な
ど
幅
広
い
種
目
に
関
わ
り

た
い
。
さ
ら
に
世
界
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
た
く
さ

ん
の
情
報
を
聞
き
、
自
分
の

競
技
に
役
立
て
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
Ｏ
Ｉ
Ｓ
概
要
】

　

Ｏ
Ｉ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
）
が
主
催

し
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
お
い
て
、

ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
を
行
い
、
国
際
的

な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
体
感

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

東京サテライトキャンパス
第 1 回大学説明会

　

令
和
元
年
5
月
23
日
～
26

日
、
埼
玉
県
の
戸
田
ボ
ー
ト

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
第
97
回

全
日
本
選
手
権
大
会
に
お
い

て
、
鹿
屋
体
育
大
学
漕
艇
部

の
四
方
美
咲
さ
ん
（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
3
年
）
、
谷
口

智
佳
子
さ
ん
（
同
2
年
）
が

軽
量
級
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

で
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
今
年
か
ら
全
日
本
軽
量

級
選
手
権
大
会
は
全
日
本
選

手
権
大
会
の
軽
量
級
種
目
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

同
大
学
漕
艇
部
の
全
日
本

選
手
権
大
会
で
の
優
勝
は

１
９
９
３
年
以
来
26
年
ぶ
り

の
快
挙
で
す
。

　

大
会
後
、
四
方
さ
ん
は

「
入
学
当
初
か
ら
目
標
に
し

て
い
た
全
日
本
選
手
権
で
の

優
勝
が
叶
っ
て
と
て
も
う
れ

し
い
。
こ
の
勢
い
の
ま
ま
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
世
界

大
会
出
場
の
目
標
も
達
成
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
、

谷
口
さ
ん
は
「
練
習
環
境
を

整
え
て
く
だ
さ
っ
た
鹿
児
島

県
ボ
ー
ト
協
会
の
方
々
を
は

じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
、
ご
声
援
が
あ
っ
て
優
勝

に
繋
が
っ
た
と
思
う
。
今
後

は
日
本
代
表
入
り
を
目
指
し

ま
す
」
と
話
し
、
共
に
喜
び

と
次
の
目
標
へ
の
決
意
を
語

り
ま
し
た
。
漕
艇
部
顧
問
の

中
村
夏
実
准
教
授
も
「
決
勝

レ
ー
ス
は
見
て
い
て
思
わ
ず

す
ご
い
！
と
声
が
で
た
ぐ
ら

い
、
見
事
で
し
た
」
と
振
り

返
り
、
二
人
の
優
勝
を
た
た

え
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
５
月
25
・
26

日
、
久
留
米
ア
リ
ー
ナ
で

「
第
64
回
西
日
本
学
生
剣
道

大
会　

第
34
回
西
日
本
女
子

学
生
剣
道
大
会
」
が
開
催
さ

れ
、
鹿
屋
体
育
大
学
剣
道
部

女
子
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。
同
大
学
剣
道

部
女
子
主
将
の
渡
邉
桃
子
さ

ん
（
武
道
課
程
４
年
）
は

「
西
日
本
大
会
に
向
け
て
早

く
か
ら
準
備
に
取
り
掛
か

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
い
ろ
ん
な

思
い
を
持
っ
て
挑
ん
だ
大
会

だ
っ
た
の
で
、
最
良
の
結
果

に
繋
が
っ
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
次
の
大
会
に
向

け
て
精
進
し
て
い
き
た
い
」

と
、
優
勝
の
喜
び
を
話
し
ま

し
た
。
男
子
は
３
位
で
し

た
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
は
、
主
に

首
都
圏
の
高
校
生
等
を
対
象

と
し
た
大
学
説
明
会
を
同
大

学
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
に
て
年
７
回
開
催
し
て

お
り
、
本
年
度
第
１
回
目
の

説
明
会
を
５
月
19
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
校
生

や
そ
の
保
護
者
等
に

向
け
、
大
学
の
概
要

（
授
業
、
課
外
活

動
、
学
生
宿
舎
等
）

や
入
学
試
験
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
熱
心
に
説

明
を
聞
い
た
後
、
積

極
的
に
質
問
も
寄
せ

る
な
ど
、
同
大
学
へ

の
関
心
の
高
さ
が
伺

え
る
説
明
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
同
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
説
明
会

開
催
予
定
日
は
次
の

左から四方さん、谷口さん、
漕艇部顧問教員の中村准教授 優勝が決まった直後の様子

満面の笑みの選手たち 個別相談の様子

と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

第
３
回 

８
月
10
日（
土
）

　

第
４
回 

８
月
11
日（
日
）

　

第
５
回 

11
月
３
日（
日
）

　

第
６
回 

１
月
26
日（
日
）

　

第
７
回 

３
月
15
日（
日
）
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平成31年度鹿屋体育大学入学者の選抜試験結果
入試区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

ＡＯ入試
ス ポ ー ツ 総 合 10 8（4） ※8（4） 8（4） 0（0） 8（4）
武 道 5 4（3） ※4（3） 4（3） 0（0） 4（3）

計 15 12（7） ※12（7） 12（7） 0（0） 12（7）

推薦入試
ス ポ ー ツ 総 合 50 73（24） 73（24） 52（20） 0（0） 52（20）
武 道 20 24（8） 24（8） 21（7） 0（0） 21（7）

計 70 97（32） 97（32） 73（27） 0（0） 73（27）

一般入試
ス ポ ー ツ 総 合 60 232（43） 218（41） 70（16） 0（0） 3（1） 67（15）
武 道 25 56（11） 55（11） 29（5） 0（0） 2（1） 27（4）

計 85 288（54） 273（52） 99（21） 0（0） 5（2） 94（19）

特別入試
（帰国子女）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 1（0） 1（0） 1（0） 0（0） 1（0）

特別入試
（社会人）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

私費外国人
留学生入試

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）

合　　計
ス ポ ー ツ 総 合 120 316（71） 302（69） 132（40） 0（0） 3（1） 129（39）
武 道 50 84（22） 83（22） 54（15） 0（0） 2（1） 52（14）

計 170 400（93） 385（91） 186（55） 0（0） 5（2） 181（53）

入　試　区　分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

第３年次
編入学

スポーツ総合
20

48（7） 48（7） 20（1） 2 （0） 18（1）
武　　　道 0（0） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）

合　　　　　　　　計 20 48（7） 48（7） 20（1） 2 （0） 18（1）

※AO入試の受験者数は、第２次選考の受験者数

体育学部 （　）は女子で内数

　私たち陸上競技部は今年で創部 35 年目を迎
えました。昨年度の競技成績は、日本陸上競
技選手権大会で 1名入賞、日本学生陸上競技
対校選手権大会（日本 IC）で 3 名入賞、日本
学生陸上競技個人選手権で 3名入賞、また全
日本大学女子駅伝では総合 19 位という結果で
した。その他の各大会においても優勝者や上
位入賞者を輩出するなど、鹿屋体育大学の名
を全国にアピールすることができたと思いま
す。しかしこの結果に満足することなく、さ
らなる好成績を目指して日々競技に取り組ん
でおります。
　現在、陸上競技部は部員数 105 名で活動し
ています。今年度から 100 名を超える大所帯
となり、ますます活気のあるチームになりま

した。各部員が目標を定め、日本 IC や九州 IC
などで自己新記録を更新できるように、部員
同士で協力し合い、切磋琢磨しながら競技力
向上を図っています。
　毎日の練習は短距離ブロック、中長距離ブ
ロック、跳躍・混成ブロック、投擲ブロック
の 4ブロックに分かれて活動しており、各ブ
ロックで練習内容や練習時間は異なります。
しかし、対校戦の時などは部員全員が一丸と
なって戦っています。今後の大きな試合は、9
月に岐阜で行われる日本 IC です。日頃からご
支援・応援いただいている皆様に結果で恩返
しできるよう頑張ります。
　今後ともご支援・ご声援のほどよろしくお
願いします。陸上競技部

課外活動団体紹介

AO（SS）入試
•  スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際大会等で活躍しうる

資質について競技実績により判断します。
•  本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほか、リーダーシッ

プやマナー、コミュニケーション能力などについて自己推薦文や面接により判断します。
推薦入試
•  スポーツ・武道の分野で高い競技能力を有し、将来トップレベルの競技者になりうる資質に

ついて、課程別に指定した実技検査により判断します。
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎的な知識、また指導・

普及における課題に対する思考・判断・表現力について小論文により判断します。
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケーション

能力などについて面接により判断します。
一般入試
•  入学後の教育に十分に対応し自らの趣向性にあうように、文系・理系に特に偏ることなく、

さらにこれからのグローバル化した社会に対応するために外国語（英語）の基礎学力を備え
ているかを判断するために、大学入学者選抜大学入試センター試験において本学が指定する
教科・科目の成績により判断します。

•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケーション
能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接により判断します。

•  スポーツ・武道に関する基礎的な実技力またはあらゆるスポーツに関する基礎的な身体資質
の特性を課程別に指定した実技検査により判断します。

第 3年次編入学試験
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野に関心を持ち、それらを指導し、普及させるた

めの基礎的な知識について小論文により判断します。
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュニケーション

能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などについて面接により判断します。
•  スポーツ・武道に関する基礎的な身体資質の特性を運動能力検査により判断します。

令和２年度鹿屋体育大学
学生募集のお知らせ

令和２年度鹿屋体育大学入試日程
体 育 学 部 AO（SS）入試 推薦入試 一般入試 特別入試

（帰国子女・社会人）
私費外国人
留学生入試

第３年次
編入学試験

募
集
人
員

スポーツ
総合課程 10人 50人 60人

若干人 若干人 20人武 道
課 程 5人 20人 25人

出願期間 R1.9.2㈪～9.17㈫ R1.11.1㈮～11.6㈬ R2.1.27㈪～2.5㈬ R1.11.1㈮～11.6㈬ R2.1.27㈪～2.5㈬ R1.8.1㈭～8.6㈫

選抜期日
第1次選考:
R1.9.2㈪～9.17㈫
第2次選考:

R1.10.15㈫

R1.11.21㈭・
11.22㈮

R2.2.25㈫・
2.26㈬

R1.11.21㈭・
11.22㈮

R2.2.25㈫・
2.26㈬

R1.8.26㈪・
8.27㈫

本 学 が
実施する 
試 験

第1次選考:
競技歴乁び
意欲等審査
第2次選考:
面接・健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
実技検査、
健康診断

小論文、面接、 
運動能力検査、
健康診断

合 格 者
発 表 R1.10.18（金） R1.12.4（水） R2.3.6（金） R1.12.4（水） R2.3.6（金） R1.9.4（水）

※出願資格、出願書類、選抜方法等の入学者選抜に関する詳細については、大学公式ＨＰでご確認ください。
入試に関する問い合わせ先
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp   TEL：0994−46−4869  FAX：0994−46−2515
公式ホームページ　https://www.nifs-k.ac.jp/

鹿屋体育大学の使命・教育理念
　1981 年に開学した国立大学唯一の体育系単科大学である鹿屋体育大学は、ス
ポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野において実践的かつ創造的で市民性、
国際性を備えたリーダー・指導者を養成することを使命とし、本学の教育課程を
核に、社会人としての豊かな教養の涵養や将来を展望し、勤労観・職業観を醸成
しつつも、体育学に関してあらゆる専門性の深化と充実を目指します。
アドミッション・ポリシー（AP）求める学生像
①　体育学を学ぶための基礎的な力を身に付けている学生
　 　文系・理系に偏ることのない基礎学力とともに、自分の得意分野の実技能力

をも身に付けている学生
②　自己表現ができる学生
　 　自分が身に付けた学力や実技で得た経験値を総合的に活用・応用し、スポー

ツ・武道および体育・健康づくりに関する新たな課題やその解決策を考察し、
他者に伝えることができる学生

③　新たな課題に挑む意欲のある学生
　 　礼節とスポーツマンシップを身に付けた、新たな課題に進んで挑戦しようと

する、感性豊かで協調性のある学生
入学試験の基本方針
　本学のアドミッション・ポリシーに基づき、以下の入試区分において入学試験
の基本方針を示します。
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《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様
（
三
万
円
）

川
村　

大
介 

様
（
一
万
円
）

「
い
ん
ぐ
り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
」 

大
賑
わ
い
！

経営戦略課企画評価係
森山　寛子

広報特任専門員
西　みやび

　

4
月
1
日
付
け
で
経
営
戦

略
課
企
画
評
価
係
に
配
属
と

な
り
ま
し
た
森
山
と
申
し
ま

す
。
平
成
28
年
度
に
本
学
に

採
用
さ
れ
、
昨
年
度
1
年

間
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
へ
研
修
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
先
で
は
、
東
京

２
０
２
０
を
見
据
え
た
文
化

庁
・
観
光
庁
と
の
連
携
事
業

を
担
当
し
た
り
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ

Ｓ
）
の
創
設
に
関
わ
っ
た
り

と
大
変
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
に
は

文
科
省
の
研
修
生
仲
間
と
出

か
け
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た

り
と
充
実
し
た
東
京
生
活
を

送
り
ま
し
た
。

　

今
回
配
属
さ
れ
た
企
画
評

価
係
は
、
主
に
文
科
省
や
認

証
機
関
に
提
出
す
る
本
学
の

報
告
書
等
を
作
成
・
取
り
ま

と
め
を
す
る
部
署
で
、
本
学

の
取
り
組
み
の
み
な
ら
ず
他

大
学
の
動
向
等
に
つ
い
て
も

把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
私
は
大
学
職
員
の
経

験
も
浅
く
、
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
勉
強
の

日
々
で
す
が
、
皆
様
の
お
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
研
修

の
経
験
や
人
と
の
つ
な
が
り

も
生
か
し
な
が
ら
、
大
学
の

発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

５
月
13
日
付
で
広
報
特
任

専
門
員
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
、
西
み
や
び
と
申
し

ま
す
。
東
京
の
大
学
を
卒
業

後
、
約
５
年
間
毎
日
新
聞
社

東
京
本
社
に
記
者
と
し
て
勤

務
し
て
平
成
元
年
12
月
に
鹿

児
島
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
。
地
元

出
版
社
に
編
集
長
と
し
て
採

用
さ
れ
鹿
児
島
の
情
報
誌

「
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
」
を
創
刊
、
平

成
26
年
か
ら
３
年
間
は
社
長

を
務
め
、
30
年
以
上
メ
デ
ィ

ア
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
人
脈

と
経
験
の
す
べ
て
を
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
た
め
に
生
か
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
隈
山
の
雄
姿
や
キ
ャ
ン

パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
眺
め

な
が
ら
、
わ
が
ふ
る
さ
と
に

こ
ん
な
に
も
美
し
い
風
景
が

あ
っ
た
の
か
と
感
銘
を
受
け

る
日
々
。
鹿
屋
体
育
大
学

は
、
ま
さ
に
鹿
児
島
県
の
宝

物
で
す
。
ま
ず
は
記
者
と
し

て
の
原
点
で
も
あ
る
地
道
に

コ
ツ
コ
ツ
と
情
報
収
集
す
る

こ
と
か
ら
始
め
、
大
学
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
大
学
と
“
メ
デ
ィ
ア
＆

人
”
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
的
な

存
在
と
し
て
Ｐ
Ｒ
の
風
を
吹

か
せ
た
い
と
い
う
熱
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

こ
こ
鹿
屋
か
ら
全
国
に
向

け
て
情
報
を
発
信
し
、
大
学

を
も
っ
と
元
気
に
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

◆
戻
っ
て

　
き
ま
し
た
！

◆
は
じ
め
ま
し
て

　

鹿
屋
体
育
大
学
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
は
５
月
22
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で
の
期
間
、

全
６
回
の
日
程
で
「
い
ん
ぐ

り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
英
語
が
好
き

な
人
、
英
語
に
興
味
の
あ
る

人
、
留
学
の
準
備
を
し
た
い

人
な
ど
が
自
由
に
英
会
話
を

楽
し
も
う
と
い
う
活
動
で
、

レ
ベ
ル
や
年
齢
、
所
属
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
参
加
が
で
き

ま
す
。
平
成
26
年
か
ら
年
に

２
回
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
催
は
、
平
日
の
16
：
45

～
17
：
45
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
で

活
躍
し
た
い
学
生
や
英
会
話

力
を
試
し
た
い
教
職
員
を
は

じ
め
、
日
ご
ろ
の
勉
強
の
成

果
を
試
し
た
い
市
民
の
方
々

な
ど
大
学
外
か
ら
も
毎
回
多

く
の
方
が
集
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
自
己
紹
介
や
興
味

関
心
ご
と
か
ら
広
が
る
話
題

等
で
多
く
の
人
々
と
積
極
的

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
、
「
い
ん
ぐ

り
っ
し
ゅ
☆
る
～
む
」
の
時

間
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
と
っ
て
こ
の
活

動
は
、
英
語
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
場
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
見
知
ら
ぬ
人
と
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
絶
好
の
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

学内行事  ８月
  7日 ・ 期末試験予備日
  8日 ・ 夏期休業期間
 　（～9月30日）
10日 ・ 東京サテライトキャンパス

大学説明会（～11日）
13日 ・夏季一斉休業（～15日）
26日 ・第３年次編入学試験
 　（～27日）2019.11.23（土）～24（日）

　

５
月
15
日
に
学
生
宿
舎
で

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
入

居
学
生
約
３
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、

入
居
者
の
生
命
・
財
産
を
守

る
た
め
、
①
日
常
生
活
に
お

け
る
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
②
避
難
方
法
及
び
避

難
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
③

災
害
発
生
時
に
迅
速
な
対
応

を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

自
治
会
で
あ
る
学
生
宿
舎
会

が
中
心
と
な
っ
て
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
大
隅
肝
属
地
区

消
防
組
合
中
央
消
防
署
の
協

力
の
も
と
、
大
規
模
地
震
に

よ
り
Ｂ
棟
１
階
で
火
災
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
訓
練
が

開
始
さ
れ
、
入
居
者
で
組
織

さ
れ
た
自
衛
消
防
隊
が
中
心

学
生
宿
舎
で
大
掃
除
・
防
災
訓
練
を
実
施防災訓練で消火栓を使った

放水訓練を行う学生

と
な
り
、
通
報
連
絡
、
初
期

消
火
、
避
難
誘
導
、
負
傷
者

の
救
助
、
避
難
者
の
点
呼
と

い
っ
た
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

訓
練
終
了
後
、
同
消
防
署

員
か
ら
実
際
に
起
こ
っ
た
火

災
事
例
を
踏
ま
え
て
の
講
評

が
あ
り
、
参
加
し
た
学
生
は

皆
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

賛
助
会
費
は
、　

奨
学
金
、
国
際

交
流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
うござ

い
ま
す

　6 日・ ビーチバレージャパン・カレッジ2019
　　（～8　神奈川/川崎マリエン）

　9日・第66回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　（～11　鹿児島/鴨池公園水泳プール）
11日・第58回全日本学生なぎなた選手権大会
　　（埼玉/入間市市民体育館）
20日・第73回全日本学生体操競技選手権大会
　　（～22　山口/維新百年記念体育館）

24日・ 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権
自転車競技大会（トラック）

　　（ ～26　長野/松本市美鈴湖自転車競技場）
31日・ 文部科学大臣杯第75回全日本大学対抗選手権

自転車競技大会（ロード）
　　（ ～9/1　長野/大町市美麻地区　公道周回コース）

闘いのスケジュール  ８月

【陸上競技】
◆第89回九州学生陸上競技対校選手権大会
（5/17～19　熊本/えがお健康スタジアム）
▽男子
 800m 1位 高木　駿一
 1500m 1位 小林　青
  2位 楢崎　辰登
  3位 寺本　豊
 110ｍH 3位 堀井　直樹
 3000ｍSC 1位 寺本　豊
 走幅跳 3位 小畠　康成
 三段跳 1位 岩﨑　孝史
 砲丸投 2位 金城　海斗
 やり投 3位 谷口　健太
 十種競技 3位 井邉　光郁
▽女子
 1500ｍ 1位 日隈　彩美
  3位 藤川　遥
 5000ｍ 1位 日隈　彩美
  3位 中島　紗弥
 10000ｍ 3位 早川　可奈子
 走幅跳 2位 山本　渚
 円盤投 3位 田川　浩子
 やり投 2位 永山　莉子

【テニス】
◆平成31年度九州学生春季テニス選手権大会
（5/9～23　福岡/グローバルアリーナ他）
▽男子
 シングルス 2位 田代　翔
  3位 吉松　瑞生

５月
 ダブルス 2位 吉松、田代
  3位 宇野、岡村
▽女子
 シングルス 1位 今村　凪沙
  2位 英　凪紗
 ダブルス 1位 今村、英
  2位 大津、岡﨑

【女子バレーボール】
◆2019年度九州大学春季バレーボール女子リーグ長崎大会
（5/23～26　長崎/東部スポーツ広場体育館）
▽女子 1位 鹿屋体育大学

【女子バスケットボール】
◆第24回全九州大学春季バスケットボール選手権大会
（5/11～12、17～19　長崎/東部スポーツ広場体育館）
▽女子 2位 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第58回NHK杯体操
（5/18～19　東京/武蔵野の森総合スポーツプラザ）
▽男子
 種目別あん馬 3位 杉野　正尭
 種目別跳馬 5位 長谷川　瑞樹
 種目別鉄棒 8位 堀内　柊澄

【水泳】
◆第51回西日本年齢別選手権水泳大会
（5/25～26　福岡/福岡県立総合プール）
▽男子
 1500ｍ自由形 2位 田崎　竜成
 200ｍ個人メドレー 3位 田崎　竜成
▽女子
 200ｍバタフライ 1位 小林　瑠那

【柔道】
◆2019年度九州学生柔道優勝大会
（5/25～26　福岡/福岡武道館）
▽男子　団体 1位 鹿屋体育大学
▽女子　団体（5人制） 2位 鹿屋体育大学

【剣道】
◆第66回全九州学生剣道選手権大会
（5/11　福岡/粕屋町総合体育館）
▽男子　個人 2位 曽田　峻平
  3位 内橋　響希
  3位 水田　千尋
◆第52回全九州女子学生剣道選手権大会
（5/11　福岡/粕屋町総合体育館）
▽女子　個人 1位 村田　桃子
  2位 妹尾　舞香
  3位 上野　留実
  3位 松本　泉帆
◆第64回西日本学生剣道大会
（5/25～26　福岡/久留米アリーナ）
▽男子　団体 3位 鹿屋体育大学
◆第34回西日本女子学生剣道大会
（5/25～26　福岡/久留米アリーナ）
▽女子　団体 1位 鹿屋体育大学

【ヨット】
◆2019年度西日本ヨットウィーク（個人戦）
（5/2～5　福岡/福岡市ヨットハーバー）
▽混合
 国際スナイプ級 3位 岩下　メナード、
   北林　風花
◆2019年度西日本学生ヨット選手権大会（団体戦）
（5/2～5　福岡/福岡市ヨットハーバー）
▽混合
 国際スナイプ級 2位 鹿屋体育大学
 国際470級 4位 鹿屋体育大学

◆2019年九州スナイプ級ヨット選手権大会
（5/11～12　鹿児島/平川ヨットハーバー）
▽混合
 国際スナイプ級 3位 金城　朋輝、
   牛島　信太朗

【漕艇】
◆第97回全日本選手権大会
（5/23～26　埼玉/戸田ボートコース）
▽女子
 軽量級ダブルスカル 1位 四方　美咲、
   谷口　智佳子

【自転車競技】
◆第21回全日本学生選手権クリテリウム大会
（5/26　東京/大井埠頭周回コース）
▽女子
 クリテリウム 4位 橋本　優弥

【カヌー】
◆アジア　パシフィック　スプリント　カップ　2019
（5/10～12　ニュージーランド/ケンブリッジ）
▽男子
 U21　K-1　200m 2位 橋沼　新
 U21　K-2　200m 4位 橋沼　※
 U21　K-4　200m 3位 橋沼、安藤　※
 U21　K-4　500m 3位 安藤　※
▽混合
 U21　K-4　200m 1位 橋沼　※
 U21　リレー　200m 2位 橋沼、安藤　※
 年代MIXリレー　200m 3位 橋沼　※
※は外部団体選手との出場を示す。


